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とびらの言葉
ジイ　ジント　デア　ハウス・アールツト
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－あなたこそ主治医一

日分のことは自分が一番よく知っている、自分を知っているのは、自分以外にはな
い筈です。
健康もそうで、健康は私たちの生活そのものによって創られるのです。私たちの健

康はお医者さんが創るのでも、薬剤師さんが創るのでもありません。あなたの健康は、
あなたの生活、あなた自身が創るよりほかありません。すなわち、あなたの主治医は
あなた自身であります。あなたの主治医としてのあなたと共に、健康のことを考え、
健康を創る資料を提供するために生れたのが本誌です。その意味で、いささかでもあ
なたのパイロットの役をつとめることができれば幸せです。

（昭和36年創刊時の言葉より）
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東南アジアの森林とくらし
第9回　森林の再生と住民参加の促進

インドネシア東ジャワ州の山岳地帯にジャワ島最高峰のセメル山（3，676

m）とプロモ山（2，329m）という2つの活火山を擁する「プロモ・テン

ゲル・セメル国立公園」という風光明媚な場所がありますもセメル山は活

発な、プロモ山は比較的穏やかな火山活動を続けていま■れ

ネイチャー

ウオッチ

【束南アジア編】

植林地も被害を蒙った

このプロモ山の山頂より少し高い標高2，400m近辺でトヨタ紡織（株）が国際緑化推進センターを通じて

植林後成長したミモザアカシアの木と公園のレンジャー

植樹祭に参加し植林に励む地元中学生

実施したプロジェクトでは、草地化している山地の森林生態系を回

復する目的で約160haの植林が行われました。

森林が草地化した原因は火山噴火による被害や霜害などの気象害、

伐採や山火事などとされ、特に冷え込みの厳しい高地での生活に

欠かせない暖房用の薪の採取、炭の生産は森林消失の大きな要因

となっていました。

植林活動は、まずミモザアカシアとモクマオウを植えて林を育て、

その後在来樹種を導入して徐々に元の森林生態系に戻すというも

のですが、標高2，000mを越えるような高地での植林の経験・知

見の蓄積は乏しいうえに、火山灰の降灰や硫化水素ガスの発生等

という悪条件下での植林の成功には、現地に適合した植林技術の

開発とともに、地域住民に違法な伐採を止め山火事を防ぎ植林を

促進してもらうために必要な森林の保護、植林技術に関する知識・

技術の移転と意識改革を促していくことが不可欠でした。

このためこのプロジェクトでは永年森林保護活動に実績のある地元

のNGOによる地域住民への普及啓発活動を積極的に取り入れて、

多くの住民を対象に研修会の実施や山火事警防組織の編隊等を行

いました。このような取

り組みの結果、プロジェ

クト参加住民が自家用燃

材確保の目的で自分の家の周りに木を植え始めたり、たばこ、た

き火等で失火しないように気配りするようになり、また、在来樹

種の植林技術の開発に進んで挑戦するようになりました。プロ

ジェクトの終了時には、多数の地元の中学生たちが招かれて鍬を

手に苗木の植栽に励む姿をみてこ　この技術協力の取り組みが地元

住民の意識にしっかりと根づいて次の時代に引き継がれるとの期

待を大きくしたところです。

前（公益財団法人）国際緑化推進センター専務理事　林　久晴

編集後記
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